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Tobramycin の 使 用 経 験

とくに造血器悪性腫瘍患者に合併 した感染症に対 して

下 山 正 徳 ・井 深 田鶴子 ・湊 啓 輔

木 村 禧代二

国立がんセンター病院内科

は じ め に

造血器悪性腫瘍患者の死因の5～6割 は感染症 であ

り,こ れら感染症の起炎菌の6～7割 はグラム陰性桿菌

で,緑 膿菌はその半数を占めていることを報 告 して き

た1)。 このような感染症を治療するためには,グ ラム陰

性桿菌に有効な抗生物質が必要である。

今回,Tobramycin の臨床効果について,主 として造

血器悪性腫瘍患者に合併 した感染症に対 し検討 した の

で,そ れ らの成績を報告する。

研 究 方 法

対象:腎 孟腎炎3例,膀 胱炎1例,気 管支肺炎1例,

口内炎1例,前 胸部皮下蜂窩織炎1例 の計7例 を治療の

対象 とした。これ らの症例の基礎疾患は慢性骨髄性白血

病(CML)2例,ポ ジキン病(HD)1例,形 質細胞性

白血病1例,腹 腔内偽粘液腫(腺 癌) 1例,再 生不良性

貧血1例,口 腔底癌の肺転移1例 である。

治療方法:Tobramycin は 80mg筋 注 を朝夕2回,

または60mg筋 注 を8時 間おき1日3回 投 与した。投

与日数は平均11日 間(4～25日)で ある。

効果判定基準:尿 路感染症では起炎菌の消失,臨 床所

見の正常化,呼 吸器感染症ではX線 縁による陰影の消失

と臨床所見の正常化を著効 とした。上記の改善を一時的

に得たもの(投 与中止後再燃例)は 有効とした。臨床所

見だけの改善や,起 炎菌だけの消失とかX線 俵の一部消

失はすべて無効と判断した。

研 究 成 績

1. 治療 効果

治療効果の概要は症例の概要 と共 にTable 1に 要約

した。尿路感染症4例 中4例,気 管支肺炎1例 に著効,

口内炎1例 は有効であった。前胸部の腫瘍性潰瘍を形成

し,そ の部分に緑膿菌感染症を起こしたポジキン病の1

例では,Pseudomonas aeruginosa は消失したが,菌 交代

現象(Proteus morganii)を 起 こし,炎 症症状は改善しな

かった。

これ らの症例は全例Table1に 示 したような基礎疾

患があるが,白 血球数が4,000/cmm以 下に低下してい

る症例は形質細胞性白血病の1例 だけであった。

起炎菌は尿路感染症の4例 ともE.coliあ で あり,全 例

著効を示した。その他の感染症の起炎菌として,Pseudo-

monas aeruginosaお よび Enterobacter が あるが,い ずれ

もTobramycin 投与で菌は消失した。

起炎菌の感受性は,す べてGentamicin(GM)に 対 し

(〓)で あった。Kanamycln (KM)に 対 してはE.coli

の3例 は(〓),1例 は(〓),Pseudomonas aeruginosa は

(-),Enterobacter(-)で あ り,Tobramycin の臨床効

果はGMで 測定した感受性度と相関し,KMと はあま

り相関がみ られないようにみえる。

2. 症例検討

有効例の代表に症例1を 示す。

症例1. 56才 女性(Fig.1)

昭和48年11月,Pseudomyxoma peritonaei で,腫

瘤の一部の切除を受けた。49年2月 にな り発熱,頻 尿

あ り,膀 胱炎 としてCP 1g/dayの 経 口投与を受け症状

が消失した。しかし,3月7日 か ら,再 び39℃ の発熱,

腰痛,嘔 気,嘔 吐が出現し,尿 の細菌検査でE.coliを 検

出した。Tobramycin 80mg×2/day筋 注投与し,3月

9日 解熱,臨 床症状改善し,3月12日 に症状消失した。

治療10日 間で中止したが,再 燃はない。このE.coliの

CPに 対する感受性は(-)で あった。

3. 副 作 用

赤血球,白 血球,血 小板数,血 液像,肝 機能検査では

愈 清総蛋 白量,ア ルブミン,TTT, ZTT, Bilimbia, 

Cholesterol, GOT, GPT, Alkalhle phosphatase, LDH, 

腎機能検査として PSP, Urea N, 電解質などをTobra-

mycin の使用前後に行ない,本 剤の造血器,肝,腎 に

対する臨床的な副作用を調べた(Table2)。 症例5で,

投 与中 Alkaline phosphatase が2.5→6.8(正 常 値

2.9以 下),GPTが3→14(正 常値10以 下)と 軽度上

昇 した。 投与後漸次正常に復 したので, Tobramycin
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投与による影響 と考えたい。症例1でGOT31→82,

GPT16→90と 上昇しているが基礎疾患 として血 清肝

炎があるため,以 前か ら変動があ り,今 回もその一過程

と判定した。その他腎機能障害や神経系の障害はまった

くみ られなかった。

総 括

数少ない症例による経験であるが,尿 路感染症4例 中

4例,気 管支肺炎1例,口 内炎1例 に有効であった。こ

れらの症例の基礎疾患は主 として造血器腫 蕩患者 であ

る。造血器悪性腫瘍患者の死因の大半はグラム陰性桿菌

を主体とする感染症であるので,こ れ らに対 し有効 な

Tobramycinは 臨床的に有意義な薬剤 と考える。副作用

はほとんどないが,肝 機能障害が1例 にみ られた。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH TOBRAMYCIN IN THE 

INFECTION COMPLICATED WITH NEOPLASTIC DISEASE
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A new antibiotic, tobramycin, was applied clinically to 7 cases of infection complicated with neoplastic 

disease. Tobramycin was administered intramuscularly at daily dose of 160 to 180 mg (80 mg x 2/day or 

60 mg x 3/day). The results were obtained as follows; excellent in 5 cases, good in I case. 

Liver function test got worse in one case during administration, but returned to normal gradually after 

termination. No other side effect was observed.

Fig. 1 F.I. 56 yrs. F. Pyelonephritis


